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秋Oidiの新しい郎心として発挺している山王地区は、菌、県、市守sの官公li'をはじめ、経済同体や

商社・fi務所て与の札t物かij!ち、秋凹市の中心地のみでなく県郡の政治や、経済あるいは文化の小心とも

なっている。

乙うした日公h"'の{IIII.必はその周辺一部の良地も漸時、都市化しつつある。乙のため、秋山市におい

ては、 I~Hn441 1:1立より i 時間係行公Irの内側約83ヘクタ ールを山王第二地以 |二地民Idij盤PJl'J( xiとして、

郎市生活上必世とするI住所J占盤施設の3整備に若手したしたのである。

'JJ業はj也)(;1刻係住民の協力もあって比較的順調iζ進捗したが、昭手口52勾:'11:至って収域内の川民大川

町内地内 (11I下川JJi. 下タ 野) 約 5， OOO nl の範囲から占代末~中世のものと判定される追跡がブ~!! ð れ

たのである。

ζの川ドタ野地内の地形は周辺地盤より少し高い畑地であったため、道路帯夜L¥illζ当り切上をしたと

乙ろ、その法，fIi1ζ.iil怖がはられたものである。

秋田rliが施行した七地区画技型・Jl業の区滋内から乙うした広範囲のしかも数多く の謹厳文化財か検

出されたのは、はじめての乙とである。それらは中世における集泌跡と推定されるのであるが、新し

い町をつくるに吋って、乙うした先人の生活の場が発見されたという ζとは、人舶の生活の変遷と歴

史について派く J5・えさせられるものがある。本遺跡はその旧地名をと り、 「ドタ野遺跡Jとしたが、

ζ れの免債îi必ずt岐び 11: 幣.f1~や報告書作成iζ当っ ては、 秋田市教育姿員会社会教行品!の全l師的ご協力を

いただいた。 報告~I ~の 刊filζ当 り深く感謝の意を表するものである。

1I{i fn 54 年 11 月 1 日

秋田市都市開発部長

浦 清 志



伊j ニ}一口

1. 本』は秋田市川尻字下タ野1ζ所在する 「下タ野泡跡Jの埋蔵文化財発術調査の報告である。

2. 先制必ずtの実路、出土遺物および実視'j図、写真等の笹埋は秋田市教11安U会および秋田減跡発

縦割!Hll務所が行なった。

(1) 迎備のEおりは次のとおりとした。

S8ー建物跡 soー溝跡 t E-)F戸跡

S K-t 12よ sxー堅穴状追m
(2) 地形については県立博物館、渡辺政学芸主引に助パをいただいた。

(3) tl1lft陶 2~ ・ 6位認については元秋田考古学協会代表郎事 ・ 紋小野lE人氏、石川県立郷土資

料金.1・占悶版樹氏lζ助言をいただいた。

3. 本曾の阪航執m・編集は秋田減跡発錫謁資事務所が行なった。

l版制執市街 (丘ト音順)

石郷町誠一 小絵正夫

H!ff 久 安凹忠市

菅原俊行

西鳥羽礼子

西谷 院

4. 発樹調ヂtによる出上ll'l物 ・実測凪 ・写真 ・その他の記録は秋l也市教n長U会が保行する

5. 発縦訓伐に際し、以下の)i々 にご協力をいただいた.

秋III大午 谷U 友宏 佐藤俊幸 熊谷恭子 総u{ u 

安田幸子 森元文子

県立農業φ」大 進誠 司

金足農業高校 1;':階緋悦 佐藤

浜田 勉 小松義己

大友 ~雄

i前 ffri握手:博佐々水.t~)

石郷岡)'f:将 jJ立辺盟タミ 訂以イ'11子

秋悶悶枚

秋国府高校

依m工業・高校

本IIIJ 宏

佐々木 i前

嵯峨 靖

jí.ト~ 芳郎 (敏称略)
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I 遺跡の位置と地形

遺跡は秋国市川尻字下タ野lζあり 、市街地の凶、 秋岡駅より白線~fi雛 lζ して約 3.5 畑、 さら fC遺跡

の白を|円雄物川が流れ、南O.7加の地点で姐川と合流している。

遺跡のある一帯は模商約5m前後の丘陵で、川Jri.微高地と呼ばれ、 IH雄物川岸1と添って、かつて

「八橋油田」といわれた地域である。

市街地岐には、地形的にみて 5カ所の微高地がある(旭川西側、久保田町、保健所、川尻、八橋)

といわれ、旭川両側をのぞき、比較的浅いと乙ろに第三紀肘面があり、両立低f立の段丘といわれている。

乙の地以は、久保岡町、保信所微高地域と同線、砂燦帽を主体とする段丘地税制によって織成され

て、特lζ地表部1ζ妙綴附が発達し、川尻地峡は全般的fC水質が良く、浅!日部の砂傑肘が良質の地下水

の百**IMとなっているためである。

[参考文献〕

秋聞市街地峡の地形、および第四系について 狩野口太郎 「地下資源開発研究所報告j第30号

秋聞大学鉱山学部 昭和39年 3月
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E 調査に至 るまでの経過

昭和51年、秋岡市川尻字下タ野を含む、秋田市山王第二地区土地区画整思事業、整地の際、道路際

iζ遺精(鋸込み)と予想されるものが発見されていた。 ζの時点では遺跡の存在、遺構等が明確でな

かったため、事業を始める際は社会教育謀へ連絡をしてもらう旨、話をした。

昭如52年4月、区画整箆謀より業者と事業契約を締結し現場lζブルドーサ'を入れるので立合ってほ

しいとの連絡があった乙とから社会教育課文化財担当職員が現場で立合い、迷転者lζ表土 (30-40ω)

のみを剥ぐよう指示した。表土を剥いでも、く段階で遺織と考えられる錨込み(直径20-150ω)が発

見され、造物も出土 しているので ζのレベルでフソレドーザをストップしてもらった。

25日、午前中、市区画整埋諜において区画整恩謀、社会教育課、県文化諜の担当職員および業者を

交えて、今後の作業について協議し、乙の結果、現場の作業を一時中止する乙ととし、遺跡の存在が

確認されたので、発綴調査を実施する乙とにした。

皿 調査経過

区画整埋』ζ伴ない、遺跡を 3分する道路が南北iζ2本通る乙とから、東側の区画より A地区、B地

区、C地区と呼び、発綴調査を開始した。

昭和52年 6月13日 調査開始

昭和52年11月16日 調査終了

ブルドーザーで表土除去後、ローム面では鴻と井戸跡、土拡等の遺織は確認されていたが、ローム

面(堅いローム)を約5-IOcm綴り下げた段階でほとんどの建物跡を検出した。井戸の数が多かった

ため調資回数を要した。

6月13日-31日 グリッド設定(12mx 12m) C地区表土除去作業及び遺構検出作業。

7月 1日- C地区調査開始

7月2日-14日 8地区表土除去作業及び遺構検出作業。

7月5日-8日 C地区全体図、平仮説咽(s=ム)
l∞ 

7月6日 文化庁 阿部調査官、市財政部長、次長、都市朗発部次長、来跡。

7月14凶 B地区全体菌、 平仮調IJ図 (s =~ー )
100 

7月23日- B地区調査開始、A地区表土除去作業及び遺稿検出作業。

7 月 30日県文化~ ll.健氏北海道大学文学部助教授林氏来跡。

8月6円 A地区全体問、平刷j図 (s=市) 10月16日 A地区調査終了。

8月11日 A地区調査開始。 11月14日 8地区調査終了。

9月30日 航空写真縦影 11月16日 C地区調査終了。
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W 検 出 遺構

1.建物跡

検出された建物跡は41織で、すべて掘立柱によるものである。掘方は径20-50c-程の円形で往復跡

は角柱が多い。調査区中央には東西iζ走る数本の細い溝が検出されているが、組物跡はその南 ・北側

lζ配置されている。しかし建物方位についてはあまり画一位はないようである。

SB 1 (第6図)

4間パ4聞の東西棟建物である。総住建であるが北、南の両住聞は巾がわずかに狭L、。住は角柱で

ある。

S8 2 (第 7図凶版3) 

2間X41UJの樹北線1m物である。総柱であるが北、 南のー聞は「りがわずかに狭い。柱は角柱である。

A・ーー A 

8 8 

A'W にユJ @一 φ 一 一@ A 。。
。

@ 。 a-@ 。θ一_，Qo

ο ¥ ¥OgSK3 。。
S K 2 。。
3 

S8l 

8 io向。
2 4m 

第 6図 S 8 1建物跡
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SB(第 8図 ・図版4) 

l間x2聞の東西線建物で

ある。住は角柱である。

SB4 (第9図 ・図版・4)

2問x2聞の建物である。

柱は角柱である。

S85 (第10図 ・図版4) 

l間x4閣の南北線建物で

ある。柱は角柱である。

S86第 7図 ・図版 3)

2問x3間の東西線建物で

ある。柱は角柱である。

S87 (第1]図 ・図版 4) 

3間x3聞の総柱建物であ

る。住位置が少しズレて建物

全体が平行四辺形を呈する。

角柱である。

S88 (第12図 ・図版 4) 

3悶x3聞の総柱建物であ

る。東西IC長い。柱は角柱で

ある。

S89 (第13図 ・図版5) 

2間x2聞の南北線建物で

ある。柱は角柱である。

SBI0 (第14図 ・図版5) 

2問x3問の東西線建物である。西婁の柱聞が

B' 

'A伐ァ

。
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， ¥@ 。
ウ

S B 2 。
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BO 。 6コ
8 

B' 

A B' A' 

第 7図 S 82，6建物跡

80%。):。グわずかに短L、。

S81] (第15図)

2問X4閣の南北棟建物である。総柱であるが

北、南の両住間はわずかに狭い。柱は角往である。

S812 (第16図)

2間x3聞の南北線建物である。住は角柱であ

¥ SB3 
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る。 第 8図 S 8 3建物跡
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SB 13 (第17図)

建物線模は不明であるが、桁行が4聞の総住と

考え られる。柱は角柱である。

SB14 (第18図)

l間x2聞の東西棟建物である。4主は不明。

S815 (第19図).

l間 X4聞の細長い建物である。南妻の柱聞は

かなり 巾が狭い。柱は不明。

S816 (第20図 ・図版6)

2間x2間の総柱建物である。柱は角住である

S817 (第21図 ・図版6) 

2悶x2聞の建物である。柱は角柱である。

SB 18 (第22図 ・図版7) 

2間x3聞の南北線建物である。伎は角柱であ

る。
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第11図 S 8 7建物跡
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SB 19 (節23凶) 第14図 S B 10建物跡

l問x21mの組物である。一聞の往聞は極織に長L、。柱は角柱である。

SB20 (第24凶 ・図版7) 

2問x2 削の組物である。 中央lζ井戸があると乙ろから井戸 IC付随の建物とも~えられる。

SB21 (第25鴎 ・図版8)

21悶x21mの怨物である。柱iま角柱である。
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SB22 (貫l26図 ・図版8)

2間x3間の東北線建物である。柱の錨り

方にかなりの大小が認められる。柱は角住で

ある。

SB23 (郊27図 ・図版8)

2問x3聞の東西線主主物である。総住の可
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能性もJ';えられる。住は角柱である。

Aι 
S824 (第28凶 ・図版 8)
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@一一一一一一21日lx2聞の総柱建物である。点西IC長

弱E

E努

いill物で、柱は角柱である。

S825 (第29図 ・凶版8)
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2間x2聞の総住建物である。住は角伎

である。
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S826 (第30図・図版9)

住物規棋は不明であるが、桁行4問の

総住建物と考えられる。住lま角住である。

SB27 (第 l函 ・図版 9)

31tJJx3聞の総柱建物である。住位置が

わずかにズレて建物全体がゆるい、[l行阿辺

形を呈する。柱は角住である。

S828 (第31函 ・図版10)

3 ftsx 3聞の総柱建物である。liii述のS8

27と一部重臨し、規模もほぼ向じである。

住はfIJ住である。

5829・30(第32図)

2tlsx 2聞の建物である。両建物観桜は

ほぼ同じで、やや方向を変えた形で重復し

ている。住は角柱である。

S831 (第33図 ・図版10)

l間x2聞の南北線建物である。住は角

柱である。

5832・33(第34図 ・図版10)

π、 両建物とは規模は不明である。S832は

東西棟、 5833は南北線と考えられる。
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SB34 (第35図 ・図版11)

4間X4聞の総柱舘物である。北 ・南

の柱間は他より狭い。住は角柱である。

SB35 (賞136闘 ・図版11)

建物腕槙は不明であるが、 SBIのよ

うに4問X4聞で北 ・南の位聞がやや狭

い建物と考えられる。住は角住である。

SB36 (第37図 ・図版12)

建物規模は不明である。東部は道路に

よって切断されている。

SB37 (第38図)

l間x21mの東西線建物である。住は

角住である。
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番号 梁行純1111m (西または北から) 桁行柱間 m (西または北から) n 位

S 8 1 2.25+2.78+ 2. 92+2.1 2.68+2.66+2.74+2.62 E23. S 

S 82 2.82+2.88 2.3+2.76+2.74+2.32 N25.30' E 

S83 3.6 3.04+2.74 E33.30' S 

S84 2.4+2.58 2.86+2.6 N 12. E 

S85 2.78 2.44 + 2 .48 + 2 . 66 + 2 .08 N 16. E 

S86 2.12+2.14 2 + 1. 66 + 1. 98 E22. S 

S 8 7 2.66+2.48+2.7 2.54 +2.6 + 2.74 E 17. S 

S88 2.4 + 2.26+ 2.48 2 . 9 + 3 . 1 + 2 .86 E24. S 

S 8 9 (1.78)-11. 72 (2.02) + 1.9 N25. E 

S 810 2.2+2.16 1.92+2.06+2.16 E 12. S 

S811 2.6ト2.68 2.32+ (2 .44) + (2.64) +2.2 N 10. E 

S 812 2.22+2.4 2.06+2.04+ 2 N 10. E 

S 813 2.76ト2.9+一一一 2.38+ 2. 44 +2. 5 +2.4 N25. E 

S 814 2.2 2.54+2.44 E32.30' N 

S 815 3.36 1 . 82 + 1 . 86 + 1 . 8 + 1 . 86 N37・w
S 816 2.66+2.6 2.84+(2.86) E37. S 

S 817 4.46 2.26+2.36 E30. S 

S 818 3.08+ 3 3.08+3.08+2.08 N 18. E 

S 819 4.2 2.14+2.2 N28. E 

S 820 2.14+2.08 2.18+2.08 E20・s
S 821 2.38+2.24 2.3+2.26 N23. E 

S 822 2.34+ 1.9 1.88+2.06+ 1.86 N38. E 

S 823 3.5+2.48 2.36+2.84+2.72 E25・s
S 824 2.92+2.84 3.3+3.14 E 10. S 

S 825 2.66+2.6 2.74+2.56 E22. S 

S 826 2.3+2.3+一一一 2.28+2.3+2.24 +2.18 N 27. E 

S 827 2.46+2.46+2.6 2.58+2.46+2.44 E21. S 

S 828 2.32+2.52+2.14 2.16+2.5+2.4 E 19. S 

S 829 2.76+2.6 2.66+2.86 N 18. E 

S 830 2.54+2.66 2.86+3.04 E28. S 

S 831 1.98 1.94+ 1.66 N25. E 

S 832 12.62 2.62+2.6 N 17. E 

S 833 2.06+一一一 2.38+2.04+2.14 N 19. E 

S 834 (2.5) + (2.26) +2.3 +2 .44 (2.14) +(2.9) +2.52+ (2.44) N 18. E 

S 835 2.24+2.74+一一一 2.46+ 2. 64+2.86+2. 92 E 5. S 

S 836 1.9十一一回 2 +2.04+2.04 N 12. E 

S 837 2.92 2.8+2.74 E 15. N 

S 838 2.66+2.7 3 +2.84+2.98 N 15・w
S 839 (2.18)-1 (2.64) +2.54 1.84+2.98+2.88+ (2.1) E30. S 

S 840 2.22+2.3 2 . 4 + 2 . 3 + 1 .98 + 1 .68 N37・w
S 841 2.12+2.12+一一ー 2.32 + 2 .24 + 2 . 26 N25. E 

※ S 813， 18. 20. 26， 32， 36， 41建物跡については残存した柱穴を計測した.
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SB38 (第39図)

2問x3聞の南北練建物である。北安の柱掘方が極端に小8い。また前述の SB37とは関連が考え

られる。

SB39 (第40園、図版12)

3間X4聞の総柱建物である。束、西の住問は鍾端lζ狭い。柱は角住である。

SB40 (第41図、図版13)

2間X4聞の南北線建物である。桁の南側二聞は柱聞が狭く架lζ間仕切りと考えられる往がある。

住は角住である。

SB41 (第42図、図版13)

建物規模は不明である。柱は角住である。

2. 井 戸 跡

下タ野遺跡から検出した井戸はA• 8 . C地区あわせて総数51基である。内訳は木組井戸が6基、

紫掘井戸が45基である。木組井戸の形態はほとんどが方形隣住績筏型である。また紫掘井戸は形態か

ら4つのタイプiζ分類できる。

木組井戸(第44・45・52・54-56・59図 ・図版16・17・19・21-23)

SE 3 : A地区の北東部3で検出した井戸である。掘り方平面形は、長径約2.lm、短径約2.1mの円

形を呈し、下部~Iζ行くにしたがってせばまっている。 上部から井戸底までの深さは約 3.4 mで・ある。

織り方の中央部には井戸側を担えており、約1.3m綴り下げたと乙ろで・長径約90c冊、短径約85仰の方

形を呈する井戸側が検出された。上部はかなり腐蝕して残存部は長さ約1.3mである。 井戸側底部ま

では深さ約 2.5m である。井戸側の締造は四隅iζ角柱をたて、その住iζ納穴を穿ち績筏を婦人した隅

柱績筏型である。繊筏は約60cmの間隔で・二段残存しているが、上段は土庄のためか折れまがっている。

各井戸側には巾約15cm、残存する長さ約1.2-1.4mの縦仮を 6-7枚あてがい、さらにその外側には

添仮をあてて補強し、灰背色粘土を裏ごめしている。縦仮の下端はほとんどそろえている。井戸側の

下部はさらIC巾をせばめて地山を掴りぬいているが井筒は検出されなかった。

SE22 : 8地区北西部で道路に半分ほど切られて検出された井戸である。平面形は径約1.3m-1.5 

mの不型車円形を呈し‘井戸底までの深さは約 2.0mである。 上部から約1.2mはど斜めに綴り込まれ

弁戸
地区

弁 lUij 
井筒 弁4行

織り方 深さ
備 考

番号 紫材 形 態 締 jε且k 規 様(cm) (m) (m) 

3 A 木*Jl 方 形 隣住・僚機 90X85 不明 不明 2.1X2.1 3.4 

22 B 木組 方 形 隅住・横桟 80X78 不明 不明 1.5X1.3 2.0 井戸底て曲物検出

31 B 木組 方 形 隅位・横様 80X75 不明 不明 1.5X1.3 1.8 

32 B 木組 方 形 隅柱・横様 94X92 不明 不明 1.8X 1.5 2.0 井戸底て1鈎物検出

40 B 木組 方 形 隅柱・綴・桟 78X74 不明 不明 1.2Xl.0 3.0 井戸媛土内で馬1t検出

49 C 木組 方 形 隅柱 ・横桟 1. 16X88 不明不明J.8XJ.76I2.0 

-20-



タ イ プ 井戸番号 地区 樹葉(長径×短径)刷 形態 深さ(吋 備 考

1 A 1 . 5 X 1 . 4 円 形 2 . 0 

2 A 2.2Xl.8 円 形 3 . 2 

4 A 0.9XO.9 円 形 1 . 9 

5 A 1.lXO.9 円 形-----6 A 0.9XO.9 円 形 1 . 7 

11 A 1.0XO.8 #，円形 1 . 4 

12 A 1.0Xl.0 円 売予 1 . 7 

13 B 1.IXl.l 円 形 1 . 6 

15 B 1.3Xl.2 円 売予 1 . 6 
16 B 1.4Xl.3 円 形 1 . 5 

18 B 1.0Xl.0 円 形 1 . 9 
19 B 0.8XO.8 円 形 1 . 0 

20 B 1 . 3 X 1 . 3 円 形 1 . 6 

26 B 1 . 0 X 0 . 9 円 形 2 . 1 

27 B 1.2Xl.1 円 青3 2 . 0 

33 B 1.0Xl.0 円 青5 1 . 7 

上部から垂直に掘り 38 B 1.3Xl.2 円 形 1 . 7 
込まれ，比較的深い 39 B 0.9XO.8 円 形 1 . 4 
井戸である。 42 B O. 8XO. 8 円 形 1 . 1 

45 C 1.5Xl.4 円 形 1 . 6 

47 C 1.3Xl.3 円 形 1 . 8 

50 C 1.3Xl.2 円 形 1 . 9 
51 C 1.1Xl.0 円 形 1 . 3 

I1 17 B 1 . 0 X 0 . 9 円 形 o . 9 

u 
23 B 1.8Xl.7 円 形 1 . 6 

28 B 1.4Xl.4 円 形 1 . 0 

29 B 1.8Xl.7 円 形 1 . 5 

30 B 2.1X2.0 円 形 1 . 4 

34 B 1.8Xl.6 円 形 1 . 5 

35 B 1.2Xl.2 円 形 1 . 3 

Iと比較して巾が広
37 B 2.2X2.0 円 形 1 . 5 

〈浅い。また底部が 41 B 2.0X2.0 円 形 1 . 6 

平らな井戸である。 44 C 1.7Xl.6 円 形 1 . 8 

48 C 2.3Xl.8 楕円形 2 . 2 

物
7 A 1.2Xl.2 同 形 1 . 5 

8 A 1.5Xl.4 円 形 2 . 4 

14 8 1.5Xl.5 円 形 1 . 7 

21 B 2.0Xl.5 務問形 1 . 8 
24 B 1.5Xl.4 同 青3 1 . 5 

上部がすりばち状で 36 B 1.5Xl.3 円 形 2 . 1 
その後垂直に掘り込 43 C 1.5Xl.4 同 形 1 . 6 
んだ井戸である。

46 C 1.2Xl.l 同 形 1 . 6 
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W zzp 9 A 1.4Xl.3 円 形 3 . 6 

10 A 3.2X3.1 fIl 形 3 . 6 

25 B 2 . 6 X 2 . 3 問 形 2 . 1 

すリ I!~状に編リ込んだの
らにさらに11Iをせばめて皇室
If{にIIiP)込んだJt-戸である.

たと ζろで段をつけ、径約95舗とrllをせは'めでほぼ垂直に70Clllf主総り込まれている。約1.25m掘り下

げたと ζ ろで・長径書980c旬、短径が:rT8C11の方形を呈する井戸側が倹出された。上告Eはかなり腐蝕してお

り妓伝部は長さ約70CIIである )~戸側の梅造は 、 四隅fC住をたて、その納穴iζ横績を何人した方形隅

住仙筏型と考えられるが横・践は腐蝕のため検出できなかった。底部北西寄りfC径21句、高さ 15C11の幽

物が検出窓れたが井筒として使問されたものではなく、投楽されたものと考えられる。

SE31: B地区の西側で検山きれた井戸である。

SE30とilli1lし、切り合L、から SE30よりも新しい。掘り}j平面形は長径約 1.5m、短径約1.3mのほ

ぼ円形を呈する。井戸底までの深さは約1.8mである。 鋸り}jは、政初lζ約70CIIほどほぼ垂凶lζ鋸り

下げたのち、径約1.15mと巾をせばめて、底邸fC近づくにつれゆるやかな傾斜をもたせて掘られてい

る 井戸側はほぼ中央部lζ偲えられており、約7001程娼り下げたと乙ろで・約75C11x80c割程の井戸側が

検111ð れたが、乙の面では井戸側の構造は不明である。 さらにが~Oω程締り下げた段階で隅住、繊筏

の a郊を検出したが腐蝕が激しくほんのわずかしか残存していなし、。側仮は腐蝕したのか検出できな

かっ た。 隅柱の外側の埋土は、井戸側内の埋土と明備に~なるjポ15色粘土であり、井戸側の外 iζ1Mど

めしたものであろう。

SE32: B地区の西側で検出された井戸である。

掘り方平面形は、上部では長径約 1.8m、短径約 1.5mの円形を呈し下部lζ行くにしたがってせばま

っている。上部から井戸底までの深さは約2.0机である。錨り方の中央郎iζは井戸側を鋸えており、

上部から約 1.4m 鋸り下げたと乙ろで、 長径章~4C11、短徒約92C11の }j形を呈する井戸側が検出された

が、南側が土庄のため内側へ仰し.idまれている。上部はかなり腐蝕しており、残存部は長さ約75c慣で

ある。井戸側の総造は、凶附fC隅住をたて、その住iζ納穴を穿ち横・債は腐蝕により不明であるが間柱

iζ穿たれている柄穴により 2段程硲認できるが、その上部については腐蝕が著るしく不明である。各

側には巾約15c圏、後存する長さ約20-30CIIの縦仮を 5-6枚、その外側fCは添仮をあてがい補強して

いる。上部から約 1.5抗、 井戸側上面と同レベルの埋土中には約20-40c置の礁が入っている。井戸底

から約 5C11程浮いた状態で北隅iζ幽物が検出されたが井筒として使用されたとは考えがたく、投棄さ

れたものであろう。井筒は検出されなかった。

SE40: B地区の南側で検出した井戸である。

領IIりプi平面形は、上部では長径約 1.2m、短径約1.0mの不艶円形を呈し、掘り方は上部iから約1.6

mまでほぼ垂直に掘り下げ、さらに径70舗の巾で約 1.3m程締り下げられている。上部から井戸底ま

での深さは約3.0mである。 締り方の中央部lζは井戸側を据えており、上部から約 1.6m掘り下げた
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第45図 SE3井fUlJ実測図

とζろで長径約78側、矩径約74cmの方形を呈する井戸側が検出された。上部はかなり腐蝕しており、残

存部は長さ約1.5mで・ある。井戸側の勝造は、隅柱償鵠型である。横践は70cmの間隔で・2段程践存し

ているが、その上部については不明である。各側には巾10-20c圏、残存する長さ1.0-1.5 m の縦甑

を4-6枚あてがい、その外側iζは添仮をあてて織強している。上部から約2.4mの井戸側内部埋土

から馬の顎の部分の廿が出土している。弁筒は検出できなかった。

紫掘井戸

検出された井戸の大部分を占める紫締り井戸はA地区11基、 B地区2M正、 C地区 8 基のJ十45~まが縫

認された。3健鋸井戸は煽り方の形態lζより 4タイプIC分類8れる。

Iタイプ(第43、-16、49-51、53、57、58、60-62図、図版15、18-21、23、24)

掘り万平面形は平均規艇長笹約1.6汎、短径約l.lmの円形を呈する。 上部からほぼ垂直IC錨り下

げられ、底部は予らな井戸である。典型例としてはB地区の SE33、C地区の SE47があげられる。

SE33はB地区丙側で倹IJ:Iされ、煽り方平面形は、長径約1.0m、短径 1.0mの円形を呈し、下部へい

くiζ したがって若干せばめられている。上部から井戸底までの深さは約1.7mである。-)JSE47はC

地区南東で検出され、編り方平面形は、長径1.3m、短径1.3mの円形を呈し、やはり下郎へいくにし

たがって若干せばめられている。上部から井戸底までの深さは約 1.8mで・ある。

Bタイ プ(第50、51、53、57、58、60、61図、図版20、24)

鋸り方平面形は平均鋭郡長径約1.9m、短径約1.8mのほぼ円形を呈する。 すりばち状lζ煽り下げ

られ古おり、 Iと比して全体iζ巾が広く 、深さが浅L、。また底が平らである。典型例としてはB地区

のSE29、34があげられる。SE29はB地区西側で検出され、綴り方平面形は径約 1.8mの円形を呈す

る。井戸底までの深Zきは約1.5机であり、底部はほぼ平らである。 SE34はSE29の南側で検出され、

締り方平面形は径約1.8mの円形を呈する。下昔前ζ行くにしたがってかなり巾がせばまっている。井

戸底までの深さは約1.5mで.底部はほぼ平らである。

一時 一



m
 

の
'u

・EBE
・4Baa
-
-
a
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部47図

町タイプ(第-16、50、51、57、60図、

図版20、21、23、24)

締り方は上部を厳初すりばち状IC締り、

その後ほぼ垂直iζ鋸り込んでいる。井戸

底はほぼ平らである。ζのタイプの井戸

はA ' B ' C 地区から計 8~主検出されて

いる。掘り方平面形はほぼ円形を塁し、

大きさは平均すると長径約1.48m、短径

約 1.36m、深さは約 1.38mである。ζの

第48図 S EIO井戸跡

S E 5.12井戸跡
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第51図 l
S E 19， 20.21，23，24 }t.， i跡 i
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タイプの代表的な井戸である SEI4は、平面形が径約 1.5m

の円形を量する。上告脅から約40c圃程すりばち状iζ街り込ん

だのち、若干の傾斜はあるもののほぼ垂直iζ掘り込んで井

戸底lζ至る。井戸底までの深さは約1.7mであり、底は平

らである。埋上は4肘IC分けられ、上告官から茶褐色土、粘

性のある版4察側色t.砂位泌りの黒褐色土、非常iζ粘性の

ある灰:，U色上の附でいずれもレンズ状iζ推髄している。

Wタイ プ (第47、48、53凶、図版18)

上総からすりばち状iζ似り込んだ‘のちに、巾をせばめて

さらに垂凶に刷り込んで・いる井戸である。乙のタイプの井

戸は 3~高検出されている。

SE 9 : A地区I+J同部で検出した井戸である。

平面Jf3l;t径約1.4mの円形を呈し、井戸底までの深さは約

3.6 mである。綴り)51ま中程が錨りすぎたため若干外側に

ふくらんでいる。約3.1m鋸り下げたと ζろで、径約40c・

と巾をせばめてさらに地山を約60CII程ほぼ垂直lζ掘りぬい

ている。深さ約1.2mの埋上から仮材が多数出土しており、

木組の術造をもっ井戸ともJtえられる。井筒は倹出されな

かった。
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第52凶 S E22井戸跡

SEIO:A地区市側から検出された井戸である。

平面形は径約3.1mのほぼ円Jf3を呈し、井戸底までの深さは約 3.6mである。緬り方は上部からすりば

ち状iζ似り込まれたのちに、ゆるい湾曲で 1.8mほど縮り込まれる。 そこからさらに111をせばめて袋

状に90co程制りぬいている。

SE25: B 地区南*部で検出された井戸である。

平面}f3は径約2.5m控の円形を呈し、井戸底までの深さは約2.1mである。制り方は上部からすりばち

状κ1.2m詑制り下げたと ζろから径約40c冒と巾をせばめて70c・程ほぽ垂凶lζ制りぬいている。 埋土

i立、以色土、氏黄色土がレンズ状の縫積をなし、巾をせばめて掘り込まれている郎分は同一層で灰乳

色粘土である。

3. i.'IJ 状 遺構

本遺跡で検出した渦状jft櫛は大小合せて17条以上ICのぼる。東西方向へほぼ並行して走る潟、それ

らに凶行するような状態の潟など、走行方位はさまざまである。ζれらの泌の新旧関係は、明確に把

艇できるものは少ない。
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第53図 S E 25.26.27，28，29井戸跡
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部54[:;<1 S E30， 31井戸跡

SDいげ(第2凶、図版 I) 

SO 1Yi憶は、 現長約25m・幅約1.5 -2. 5 m・深さ約20-30仰を測り、北京 ・南西方向1ζ准る。SO

17溝は、現長約33m、幅約 1-1.5m、深さ約30-40Clllを測り、南北方向lζ怠る。両潟とも SK31土

鉱と地区中央部で接続し、約70度の角度で北lζ屈している。また両潟とも断簡は皿状を量し、埋土は

黒褐色上で下肘が黄色味をおびている。両海及び包<31土鉱は一連の遣備と37えられ、 SE4井戸跡は

SD 1 illを煽り上げた段階で検出し、 SE7井戸跡はSDI7潟を切っている。両潟とも出土遺物はない。

S02・5・4・6 (第 2図 ・図版 2)

乙れらの滞はjft跡中央部を点西方向にほぼ並行して走る。いずれも明確な状態で検出した。

S02ml立、 A.S・C地区にわたり検出した。A地区南京都は姐状をなし、南側中程より SD5溝

の北側をSD4・6i~1 とJt lζ並行し、ほぼ直線的に走る。 現長約 125 m・幅約50-8Ocm・深さ約20-
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第57図 S E 33，34， 35，36， 37井戸跡
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第58図 S E 38，39，41，42井戸跡
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第60図 S E 43，44， 45， 46井戸跡
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第61図 $ E47， 48， 49井戸跡
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第62図 S E50.51井戸跡

40cmを鋼IJり、断面はU字形であるが所により鍋底状を呈する。埋土は上屈が黒褐色土、下回が灰潟色

土で部分的に粘土プロックが認められる。SD14・15・9潟、さらiζ小潟らと直交、 SE23井戸跡と重後

している。B地区西側は一部削平のため未確認となっている。遺物は土師器型 ・赤褐色土器、須恵器、

中世陶器の破片数点と、小型土錘が出土した。

S05溝は、 A'B地区で検出した溝で、 SO2満と SD4溝の問を並行して東西方向K走る。現長約

75m、幅50-80側、深さ約30-40仰を測る。断面は鍋底状をなし、埋土は上層が黒絹色土、下層が灰.

褐色土である。A地区南側においてS04・6泌と交差し、B地区中央部でSKl1土.I1k1ζ切られているω

またSD14・15潟、小樽と直交している。遺物は赤褐色土器、須恵器、中世陶器の般片及び小型土錘、

砥石などが出土した。

SD4泌は、A・B'C地区にわたり検出した溝である。A地区南側でSO5・6溝と交差し、 B地区

でSO14n湾、小・満と直交、SO5・6溝の聞を走る。現長約 110m、幅約60-9Ocmで一部約1.8 mをilJ.lJ

り、深さは約20-4Ocmである。断面は逆台形もしくはU字形をなし部分的に粘土プロックの入る黒褐

色土が堆献している。包<12土拡と重観しているが、新旧関係は確認できなかった。 遺物は土師器型、

赤褐色土器、須恵器、中世陶器の破片が出土した。

SO 6織は、 A• B地区で検出した純である。A地区南側においてSD2・5・4溝と交差し、 B地区

ではSD2・5・4i常の南側を並行し中央部まで走る。SE25井戸跡と重観しているが新旧関係は不明で

ある。現長約65m、幅約40-6Ocm、深さ約10-15cn.と浅く、断面は皿状もしくは部分的£湖底状をなす。

-39-ー



埋土は灰褐色土で下回iζ少々黄縄色粘土が浪人

していた。出土遺物はない。

507・8 (第 2図 ・図版 1) 

両減とも B地区で検出し、 X状IC交差してお

り、&:>7満の方が釦8泌を切ってしゅ。 SD7 

mは現長約24m・幅約0.7-1mで鍋底状を呈

し、出土遺物はなく、 SD8構は現長約18m・幅

約0.5-1mで鍋底状を呈し、土師器聾 ・須恵

器、中世陶器の破片が出土した。

509・10(第 2図 ・図版 1) 

両溝とも 8地区で検出し、部分的に接触し、

北京、南西方向lζ並行して走る。&:>9鴻は、現

長約40m、幅約50-6Ocm、深さ約10-15cmと浅

く、黒褐色土が堆拙している。 SD2・3鴻と

l直交し、出土地物はなL、。SDI0溝は、現長約27

m ・幅約50-60C71、深さ約10-2Ocmを鋼IJり、中

程は未篠認、、中央部においてSX1竪穴状遺構

lζ切られている。出土迫物はない。

SD 12滅状遺構(第2図)

B地区北側において検出した。現長約4.5m・幅約60cmを

損IJり、弧状をさ三する。出王遺物はない。
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&:>14・15(第 2図 ・図版 1) 

両溝とも B地区で検出し、深さ約10-15cmと浅く 、東西方

向に並行して走る &:>2・5・4・6鴻と直交するような状

態で検出した。両鴻とも出土遺物はなし、。

SD 16 (第 2図 ・図版27)

C地区北側において検出した溝である。ゆるく湾曲 し、 両

端とも調査区外へと延びる。本遺跡で検出した満の中では、

最も良好な状態で検出した。現長約52m、幅約 0.8-J m. 

深さ約 0.7-1mと深く 、遺存状態は良好である。断面はU

字形を呈するが、一部底面が平らに掘られている箇所も認め

られる。埋土は細かくレンズ状iζ堆積するが、基本的iとは上

層が黒絹色砂 ・褐色砂 ・中l回が褐色土 ・茶褐色土、下屈が黄

-40-ー
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色粘土、>>J色粘土で、 1M内両壁1ζは黄

色粘土、ro色結土がd、められる。遺物

は土師器鍵・ 須必器の般片が数点出上

した。

4. 土拡

本遺跡で倹出した上鉱はA. B. C 

地区合せて31Mである。形態 ・性絡等

は不明である。

以下、主は遣楠について述べてみた

し、。

SK J (第3図)

A地区北*'ffl:Sで検出した k肱である。

直径約9仕mのほぼ円形を苫し、深さ約

6Cbnを測る。埋土は粘性のある茶尚色

土が主で、上告別E粘性のある黒色土、

黄色紗か土佐駁する。遺物は土師揺Z題、赤

褐色上器の破片、及び須恵掠短顕留が埋

土中程より 111上した。

SK 9 (第64凶 ・凶版25)

B地区北西郎で検出した k鉱で、焼土

を伴う。長径約2.2m、短後約70cmで、

瀦1lilc近いj診をなす。深さ約20cmを測り

壁はゆるく立ち上がる。.ltll1:は第 1J村町'

純色k・第 2JIV，J.X化物包合1M、第3耐時

総色土が地fllし、却.上令JIV，Iζ焼

上・出色上、氏賞色 t、前色粘

土がブロック状lζ人る。Iilt過

物はない。

SくIO(第 4凶)

8地T<Jt丙fflSで検11¥していた

土砿で、焼土を伴う。長径約 2.I 

。 AI 2m 

イ
第65図 S K 12七紘

、ー
18 

C' C' 

18' 1 lJ-ノーー--._ノ
A B・ j jC 

C' "":A 

第66凶 SK 13 J:J7i: 

A 

t.n67凶 SK20 j:紘

m、短径約80cmで、ィ、fi'!隅丸)j形を呈する。採さ約20cmを涙11り、壁はゆるく立ち上がる。煙土は附'配

色土であるが、上h"ilζ少々鈍・内色土が堆積し、底面iζ炭化物が認められる。底面中央部lζ混い悩り込
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みがあり、黄白色上が地脱していた。焼土は底面炭化物屈の土や、埋土内iζブロック状lζ認められる。

出上.irt物はなL、。

SKl1 (第4図 ・図版25)

8地医中央線で検出した土拡で、 SD5泌を切っている。直径約1.5 mのほぼ円形を呈し、深さ約0.8

-1mを測り、庇l師はほほ~'1Zらである。 遺物は万子茎 ・ 禍地 ・ 瓦 ・ 土錘などが出土した。

SK 12 (第65凶 ・図版20)

B地t<j.f!側で検111した上砿である。SD4i1Itと重復しているが、新旧関係については確認できなかっ

た。長径約3.5m、短径約 2mで隅丸長方形を呈し、深さ約60cmを狽IJる。!底而はほぼ手らで、西側iζ

人頑大の川凶行がある。埋土は茶褐色土、縄色土、黄褐色土、以泌色土がl1t.f.i7していた。遭物は赤褐

色土器、組必船、中t!l:陶掠の破片、土銭などが出土した。

SK 13 (第66凶)

8地区中央部で検出した仁鉱で、焼土を伴う。長径約2.8m、短径約9伝mで・隅丸長方形を呈し、西

側が悩り出している。深さは約20cmで、西側の方が若干深く保iり込まれ、堕は西側が急傾斜し、他は

ゆるく立ち上がる。思上は基本的には、時褐色土、褐色土、黄色粘土が雄副し、黄色粘土佐、赤色粘

土佐が部分的に入り込んでいる。燦土は西側の若干深く錨り込まれている部分lζ分布しており、また

埋土内にもブロ ック状lζ認められる。.iA物は土錘が出土した。

SKI8 (第5凶 ・図版26)

C地区北側で検出した上砿である。長径約1.5 m、短径約1.2 mで柿円形を呈し、深さ約20cmを測

る。断面は鍋底状をなし、埋土は主IC暗褐色土、黄褐色土、m色上から成る。埋土中程よりブロ ック

状lζ焼上の機的が認められる。遺物は須恵器本不が出土した。

SK20 (第67凶 ・凶版26)

CJ1!lT<W:側で検UIしたよ肱である。 2x2mのほぼ方j酵を呈し、深さ約90cmを測る。埋土は制分す

ると 1 511"'" ζ分~ð れるが、基ぶ的には上前が黒褐色土、暗褐色土で、 FIMがし、ずれも粘性の強い灰制

色土、立HU色土、日行褐色七、他色上で構成され、全問l乙炭化物を合む。.irt物は上師器使、赤褐色上器、

~n必器の破Ji'数以と、鉄線が出土した。

SK31 (那3凶 .~I版27)

A地区中央msで検出した土肱である。北東・南西方向K走るSDI鴻と、南北万向IC走る 5017 i1Jと後

続しており、 -i!t!の.irtmと35・えられる。長径約 7m、短径約5.5mで柑円形を母し、深さ約50cmを測

り、陸fru而は凹状をはす。埋上は黄潟色土 ・粘性のある黒色土 ・粘性のある昭総色上が主で、底面iζ黄

色上、やや粘性のある版尚色土、黄色土、粘性の強い黒色土が節分的に入り込んでいる。なお出土遭

物はない。

5.その他の 遺構
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本遺跡からB地区 1;基・C地区2l志の竪穴状遺織を検出した。いずれも性格は不明で‘ある。

SXI竪穴状遺鱗(第4図)

B地区中央都で倹出した竪穴状.ittf，'~で、 SDIO講を切っている。長辺約 3.6 m:短辺約2.8mの問丸

長方形を呈する。E裂きは約10-15舗を測り、壁の立ち上がりはよく、床面iζ数個のピットが認められ

る。iI物は中世陶器察、及び、研磨された丸石が l個出土した。

SX2竪穴状遺締(第63図)

C地区北京都で検出した竪穴状渇梅である。

長辺約4.4m、短辺約3mの隅丸長方形を呈する。深さ約10-20舗を創'1り、床面Iζ凹凸がみられる。

埋土は炭化物 ・ローム塊の浪人する暗褐色土が推翻する。出土遺物はなL、。

SX3竪穴状iI締(第5図)

C地区西側で検出した竪穴状遺精である。

長辺約1.9 m ・短辺約1.6.mの問メL長方形を呈する。出土遺物はない。

V 出土遺物

本項では、土器額、土製品、石製品、金属製品について述べることとし、木製品iζついては別項を

設けた。

1. 上器

土器矧としては、土師器、 ~Ji思器、赤側色土器、背磁、中世陶器が出土している。 調査面税、倹出

.ift構の数lζ比べ、造物出土f立は緩めて少ない。

中世陶器はいわゆる須恵器系中世陶器で、形態、整形妓法など鎌洲古~跡出土のものに額似する。

また、事保品であるが中世陶器としては、占建前焼のmと考えられる敏片が出土している。土師器は、

内面浪色処lffiの係、内外面iζカキ自のある鍵などの小片が出土しているが、図示しえなかった。

他iζ、土別品としては鋭、土錘、金属製品としては刀子、釘、銅銭、石製品としては砥石が出土し

ている。

亦~色土器(第68図、図版28の 1) 1 (忠一 8出土)は回転糸切りで再調整がなく、胎土は小砂粒

を含み、軟弱である。

須忠器(第68図、図版28の2-8)2 (SKー18出土)は向転へラ切り、再調整のない係で、色調は

灰>>J色、船土は軟弱である。3 (SD 2出土)は回転へラ切りで、台部から中心方向1.5 CII程11:回転

ヘラケズリ調整の認められる台付綜である。灰宵色を呈し、硬質である。4(SK一 i出土)は短顕俗

である。外面上半は回転利用の備位のカキ目が密IC施され、下半全体には巾のある強い縦位の手持ち

ヘラケズりが行われている。内面は全体κナデが行われ、更に上半は部分的に、底部は全面11:外国と

同-.LHによる縦位、斜位のカキ日が胞されている。体部lζは粘土ひもの輸積み(巻上げ)痕が認めら

れる。5 (SE 9出土)、 6 (SE 21 出土)は長顕壷頭部破片である。5は体部との接点iζ一段の
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リングが回る。両者とも自然給がかかり、硬質である。 7(SE JO出土)は受口縁部破片である。外

面iζは縦方向iζ平行なタタキ仮が、内面及び口唇都にはナデが認められる。8(SK 1出土)は大痩

腹部破片である。外面は斜方向の平行タタキ仮復、内面は上留が同心円、底部付近は平行なアテ仮復

が認められる。体部iζl;t.命積み(巻上げ〉 証言と考えられる粘土ひもの接合痕が観察きれる。

宵磁(第69図、関版29の9-13)9 (SE-2出土)は口縁iζ玉縁のつく小型鉢で、彼定彼原由径 13.4

CIIf呈である。玉総出下の紬のi早い部分では段状ICζ まかい気泡が認められる。胎土は、灰白色、 結は

灰色をおびた料色である。10(SE 10出土)は内面に片切彫の渦及び弧状の彫去のある地である。胎

土は灰色、硬質で、動色はオリーブ色を呈する。11(表採〉は10と同種の崩で、 10lC比べ口入が者る

しい。12(SE 9出上)は F半郎IC回転ヘラケズリが認められる腕で、白人は内面及び、外面上半lζ

著るしい、教h色はオリ ープ色を呈する。13(SEー10出土)は外面IC鎗花の浮彫織の彫去の認められる

地で、内外面には1'.t入が若るしく、制l色はオリ ープ色を呈する。

中世陶器(第69図、図版29の14-23、30の24-31、31の32-38)

器種としては様、媛、片口鉢が詑、められ、形態、整形校法、胎土などから須恵器とは異なるものと

判断された。

壷14(SE 8出上)は外面iζ、縦位の締儲状工具による娠幅の大きい波状文の施された必である。

推定復原で、胸部直径2001程とJtえられる。胎土は組く、軟質である。15(SE 10出土)、16(SE 

-47出土)は滋底部敏片である。いずれも平底で、静止糸切りである。粘土ひもで成形し、ロクロで形

を整えており、接合痕が凹線となって観察される。胎土はいずれも級密で、磁質、 151Cは黒色の自然

紬が認められる。鍵 17 (SE 9出土)豊百部破片である。外面は巾 3C11あたり 17本の密な、水平の

条線状予行タタキ仮痕、内面lζは凶径 3C11程の円形のアテ具痕が認められる。胎土は灰白色で妙肢を

含み飲質である。18(SE 30出土)艶潟部破片である。底部との緩合部で、凹線となった接合痕が認

められる。外聞はrtJ3 CIIあたり 12本の水平、或いはゆるい右下りの太くて深い~llî!状平行タタキ仮痕

内面iζは円}f3のアテ共痕が認められる。内外面には自然勅がかかり、胎土は般質である。19(SX 1 

出土)、 鍵胴ffll破片である。18同織に、凹線となった接合痕が認められ、外面の条線状平行タタキ仮

僚は巾 3cma.うたり12本、ゆるいD下りであり、太くて浅い。内面の円形アテ品痕は径約2.5側、胎土

は赤色を帯びた灰色で軟質である。20(SE -25出土)、受嗣部破片である。外面の条線状平行タタキ

仮痕はrtJ3 c圃あたり 9本、高下りで浅く 、内面の締円形のアテ具疲は長径3c圏、 短径2舗である。胎

土は灰行色でやや軟質である。21(SEー 3出土〉、 受肩部破片である。外面の条線状平行タタキ仮復

は巾 3C11あたり、 12本、水事で、浅く細い。内面は長径2.5 CIIの締円形のアテ具痕、胎土は灰潟色で、

やや軟質である。22(SE 32出土)、 鍵胴部破片である。外面は羽状の条線状予行タタキ仮痕で、巾

3c圃あたり 9本、太 くて深L、。内面は直径3C11の円形のアテ具疲、胎土は灰青色で使質である。 23

(SE 37出土)、捜嗣吉区敏片である。外面は羽状の条線状平行タタキ仮復で、巾 3C11あたり9本、 太

くて深い。内面は直径3.7 CIIの円形のアテ具疲、船土は灰青色で硬質である。
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片口鉢

片口鉢については内面の櫛歯結束による卸自の状態から以下三類iζ分けて述べる乙ととした。

l類 (締儲結束による卸自のない類)

24 (SE -39出土)、 25(SK -12出土)は、内面iζ備自信結束による卸目の認められない索文の鉢で

ある。 推定復原山径18cm程側 、型品で、口縁部は水平に仕上げているが、24は端部内聞に強く突出す

るようにっくり出され、 25はロ縁基部を抑え、端部で厚くなる。両必とも、巻き上げ(倫翻み)痕と

考えられる粘上ひも接合痕が認められ、粘土ひも成形の後、ロクロ盤形したものと観察された。25は

体部にふくらみを有する。

2頼(繊細な締儲結*による卸自の鎖)

A (曲線文の認められるもの)

8 (白線文のみのもの〉

26 (SE -10tH上)は 2額 8!ζ凪し、内面に 0.5cmあたり、繊細な 4本の俗的結点である。口縁は

援部で軽く仰さえ、端$内面!Cわずかに突出するようにっくり出しでいるド端部外面は丸くおさめて

いる。器障は口総!C向かい漸次、縛くなる。色調は灰白色を呈し、軟質である。小僚を含み、脱議孔

が認められる。27(9) -9出土)は 28類iζ属する。 12本 l単位、巾 2.2cmの術飽結束による繊細

な、深い直線のffl1日が認、められる。口縁形態は、端部内面lζ先細り、議手の先絡をもちあげるように内

湾させ、端部をつまんで爪状iζ仕上げている。 体部l乙結土ひも巻き上げ(鎗般み)艇がよ忍められる。

色調は以w色をよ止し、硬貨である。飴土lζは小様粧を含む。 28(SE-9:11土)は 2A額iζ崩する。9本 l

単位、 r1J1. 9 cmの細菌備結束による細密な二条の直線のffll目と、一条の娠幅のある波状の曲線の主11自が

観察される。IIU形態は基部で抑え、端部iζ厚みをもたせ、平直ICっくり 111している。体日s!ζ粘土ひ

も痕跡が認められ、色調は以'i'I"色、胎土iζは小傑粒を含み、硬質である。29(包 ー3111土)は 2A類

lζ凶する。12み:I 単位、 1112 cmの櫛儲結束による、振幅の小さい波状文と上部で弧状、 下部で直線に

なる卸口が必められる。船上iζは白い砂粒を多量!C含み、硬貨で、色調は昭氏吋色である。体部の屈

曲状況からJtLl付近の舷片と巧えられる。30(SE -8出土)は 28:Uiで8ぶ1111位、 2.2cmrtJの締儲結

束による直線的な!'flJnが認められる。郷備による条線開はすき聞があるものの、条線そのものは細く 、

卸目もまばらで'tm隔をも っている。底部は弧状iζ静止糸切り痕が認められる。色調はJj(η色、やや軟

質である。31(SE -251i1よ)、 32(SK-12出土)も 28類で14本単位、 2.2叩巾の締儲結束による細

密の卸白が必められる。名卸日は間隔をもっ。口縁形態は錦部をつまんでわずかに内湾させ薄く、仕

上げている。従ってU鋭、外面lζ一段の綾を形成している。色調は暗灰褐色を呈し、部分的に賞褐色

の縞が入る。内面!Cはごま仮り状lζ自然軸が認められ、胎土は級密で、硬質である。32も31と胎土、

-47-



定審判;

ト。
巴J1

ザ苦手与三 ? 
'~ l '~肱 〈
面 下ミ.f~-- ~ 

f.~三~'~:~;~$ れ

-l .¥'i'、

戸沖Jij 

ffmv、今4
4hv 

ノ1

γ、一、、

三奪三ミ示、Jj 司 .

fT 

uぴi崎i
、幅呈

ょ J選選室主人制
対繋震考iffii1安11

r回、

〆'，
L

o 

也z、

言

判ね
J

可。E
内サ
・博
喜
線
虫
「
コ
婁

.f-JL主主q
~~ t: 

ミ今}空欄
;::-..;. 彰P

‘~山け
郊で
|

4

、
.

J

r

J 

、‘、
!' 

• 
~ -;，~ 

な後

|ちタ

ω | 。、

2詰



色調、卸目が問機で同一個体の破片と考えられる。推定復原直径32cm、器高 13.5cmを測る。底部切

り縦し 』転糸切り、体部には粘土ひもの継ぎ目と考えられる回線が回る。

3類 {太い術歯結束による卸目)

33 (表採)7本 l単位、巾 2.4cmの太自の梅自結束による卸目が認められる。各卸目間の間隔はゆ

とりのあるものの、 2類より狭い。口縁形態は、端部が内傾する。船土には砂粒を多く含み、硬質で

あるがザラつきがあり、多孔質である。色調は灰青色を呈する。34(ffi-34出土)9本 l単位、巾 2.8

C田の織目結束、35(ffi-19出土)10本 l単位、巾 3.0cmの太田の櫛歯結束、灰青色、胎土lζ砂粒を多く含

む。36(SD-2出土}7本 l単位、巾 2.1cmのやや太田の締街結束、赤褐色、軟質、 37(包 20、23出土)

9本 l単位、巾 2.8cmの太自の締歯結策で、口縁形態は基部を抑え、端部iζ厚みを加えほぼ水平にっ

くり出しているが、わずかに内傾する。体部は全体iζ丸味を得びる。切り離しは、底部がわずかしか

残存せず判然としないが、静止糸切りと考えられる。胎土は砂粒を含み硬質であるが、器面lζザラつ

きがある。色調は灰青色。器高は12.8cmo 38 (ffiー23出土)6本 l単位、巾 2.2cmの太田の締歯結策、

内面底部は使用のためか、乙まかい敵打痕状の凹凸が認められる。口縁形態は371C類似している。注

口部はやや角ばっており、体部より 2cm程突出する。色調は赤褐色を呈するが、胎土は綴密である。

底部から口縁にかけて、直線的な立上りで推定復原直径約33cm、器高15cmを測る。

2 その他の出土遺物(第71、72図、図版32の39-97) 

39は、表採資料で、風字硯の破片である。裏面、側端にはへラケズリを施し、直径約2c皿の脚の接

着痕が認められる。内外商には黒色の自然軸がかかり、表面一部は使用のため磨滅している。

40、41CSK-11出土)は平瓦の破片である。暗灰背色を呈するが、胎土は軟弱である。叩き坂痕、

布回復は認められなし、。41は端部lζ巾4.6cmの粘土板を1.6 cm程突出するように接着し、顎部を造り

だしている。

42 (表係)43 (包(-11出土)44 (表採)はるつぼの破片で、内外面iとガラス状の銭擦が付着してい

る。44は底部lζ回転糸切り痕が認められる。

土緩は井戸跡、 土拡、出土の他、表事長品として、計46点が出土している。52のように大型品から、

84のような小型品まであるが、すべて有孔、管状の土錘である。形態としては、 46のような単純な円

筒形のものと、 54のような中ふくらみの算盤玉形のものが認められる。

石~ 品

砥石 91 <SD -5出土)は底面形が方形を呈し、方錐台状iζ上部が、漸次狭くなる。上端は欠慣し

ているが、 全面iζ使用痕が認められる。92(SE -9出土)は上・下端が欠指している。6面』ζ面取

りされ、全面iζ使用痕が認められる。特にうち 2面には使用痕が著るしく、深い沈線が右下り方向に

観察される。91、92ともに緑色凝灰岩である。

際石 93(SE -9出土)は、全体IC研磨疫が認められ、意識的に丸く磨かれている。
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銅銭 94 (Sε-8出土)は鋳化がお:るしく 、貨銘は判読不能である。白径 2.15cm、方孔一辺0.79仰

を測り、比較的小ぶりな銅銭である。

96 
• 

鉄 12品

刀チ 95 (S K-11出土)は刀子の茎の断片である。97(S E -3出土)は木製の柄の妓存する刀

子である。全長は柄を含み 28.1c皿、身は切先IC向い、わずかにそりを有する。身巾は中央で必大Iれを

もち 2.3c皿、切先、柄1ζ向って漸次、 狭くなる。身の厚さは鋒で 0.45cm、刃で0.1cmで-ある。柄は長

さ14.2cm、丸く削り出した柄尻にI比大r!Jをもち 2.8cmで・ある。断面形は締円形で、厚さは全体iζ均一

で1.6 cmである。柄の鋒、刃側、共iζ2ケ所に切り込みが認められ、柄を¥'fIJり込んで茎を婦人してい

る。{山ζ釘などの特別な茎を固定するものが付いていない乙とから、乙の切り込みiζ級などを巻きつ

けて、装着したものと考えられる。96(SE-8出土)は用途不明の鉄製品で、巾 0.8cm、高さ 0.5

の突起が認められる。

鉄釘 98(S E-12出土)は鶴Eした 2本の鉄釘である。断面形は方形で、先織に向かい、漸次、

制くなり、頭部はわずかに張り出している。

3.木製品

木製iI物はすべて井戸内から出土した。 製品および欠但品の凶示し得るiA物は少ない。SE6、22、

26、32井戸跡から井側材と考えられる仮状.it!物が出土したが、形状が不明であったため図示しなかっ

た。

幽物 (第73図 1-5・6-8 図版33)

山物は SE1-3・8・22・32・40井戸跡から出土しているが、乙のうち図示し得たのは 5個体である。

1はl枚仮を右回りに一巻きし、桜皮で綴じた後lζ下端にさらにrt4 cmの板を重ねて巻き桜皮で綴

じている。底甑iζは、遺存する竹書T2個を含めて計9個の釘穴が認められるが、穴の間隔から考えて

一部修復されたものと考えられる。また側仮は少し目の荒い仮白板を使倒している。 2・3・5はl

枚仮を石回りlζ二巻きし、桜皮で綴じている。上部はわずかに欠但し、 2Iζは底仮と側板の止め釘は

-51一
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用いられていない。 3には竹釘が一本iI存している。 5は底仮がなく側仮lζも釘穴は認められない。

4は1枚甑を左回りにニ在きし、桜皮で綴じ合わせている。底仮の4個所lζ釘穴が認められる。 1-

5の内面lζはb、ずれも曲げのための巾 1m前後の切り込み線が刻まれているけ を除きすべて柾目仮を

用い内面には切り込み線が入る。

底仮(葦) (第74図 9-18 図版34)

器物の底厳か蓋と考えられる。

10・11は長方形を呈するとζろから折敷とも考えられる。18も周囲0.::面取り、長辺の2倒の釘穴か

ら考え折敷の可能性がある。13・15は周囲の面取りが不整形であり、蓋かあるいは朱創品とJSえられ

る。17は周縁を斜め方向iζ面取り盤形を行っている乙とから曲物の底仮と考えられる。

箸状木敏品 (第75(g) 19-54 図版35)

ほとんどは両端を鋭利に削り込んでいるが29・37のようにあまり鋭くないものもある。畠的iζはSE

l井戸跡から最も多く 1:11土しているが、図示した他lζSEI2・16・23-25井戸跡からも|百l極のjJ物が

確認されている。

漆器 {第75図 55-57 図版35)

3点とも漆器鈎である。55・56は小片で器高は不明である。底部はわずかに削り出し、高台状底部

を造り出している。内外国とも漆が剥げ落ち、ロクロ痕が明III:tIζ認められる。56は一部二次火熱を受

り炭化している。57はほぼ完形で内外面とも黒漆である。底都は削り出し荷台である。三点ともロク

ロ爪彼はu?、められない。

差街 (第76 58 図版36)

露卯下駄の差舗が l点出土した。下方が広がる台形状を呈し、差樹納はニ本であるが一本は欠加し

ている。

網 (第76図 59・60 図版36)

2点III土している。59は儲l早0.9-1閥、歯問0.5-O. 9I11IIIの続編、 60は儲!亨 I-1. 2棚、創出2

mの挽櫛である。 11~{í'ともほぼ直線的な練で、 その断面形はほぼ円形、両端とも欠損している。

クシ状木製品 (郡76凶 64-69 凶版36)

18cm-40cm段の長さで一端が鋭利IC商IJり出されている。64-66・69は断面形が方形iζ近く、 68は偏

平で頭部iζ決りが入っている。

不明木~品 {第76・77凶 61-63・70-86 図版36・37)

61は下端が切断されているが上部は整形8れ、頂部よりやや下部iζ決りが入り人形とも考えられる。

70は偏平であるが一端は細く模状を呈する。73は一端lζ納穴状の切り込みがEめられるが形状は不明

である。74は仮状銀品で・あるがJlI途は不明。86は簿い仮状の一辺IC浅い切り込みを入れたらのである。

桜皮 (図版37)

図示し得なかったが、 SE31井戸跡底面から長辺6.5cm、短辺3叩の大きさに丸められた未使用の
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桜皮が出土した。長さは約30cm程である。曲物等の綴じの材料と考えられるものである。

不明木製品のうち大部分は未製品が欠損品で大きさ、形状は復原し得なし、。

VI まとめ

l 乙の遺跡は、川尻徴高地の一角Ir.営まれた古代末~中世集落跡である。

2. 建物は母屋と倉庫風建物(2間x2問、 3間x3問、総柱)に分類できる。乙れらの建物は桁行

および操行において東西方向に延びる溝とほぼ並行に建てられている。建物の建替えは少なくと

も2期考えられる。建物の機造についてはSBー 1・34・35・39のように東.柱をもっ床張りが考え

，られるものもある。

3 表 mlζ分類した Iタイプの井戸からは、中世陶器を含まず、須恵器、土師器、赤褐色土器が出土

しており、検出された井戸跡の中では古い様相を示している。

4. 出土した須恵器系中世陶器は、形態、校法、調整、焼成が珠洲古書足跡出土の陶器iζ類似するが、

t来洲焼そのものであるか、今後の問題点と考えられる。

5. 遺跡の年代は、出土遺物から11世紀-14世紀項で、検出遺織は13世紀を中心とした時期と考えら

れる。
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ヌ|版 1 上航空写真遺跡から高清水丘陵をのぞむ (南

11 下夕野遺跡全景 (北→)



ヌl版 2 上下タ野遺跡全員 (東→)

下 SD2，5，4，6溝湖、全景 (東→)



図版 3 上 S B 2建物跡

下 S B 6建物跡



凶版 4 SB3，4，5建物跡

下 S B 7， 8建物跡



叫版 5 上 SB 9建物跡

下 S B 10. 13建物跡



図版 6 上 S B 16建物跡

下 S B 17建物跡



川 1版 7 上 S 8 18建物跡

S 820建物跡



ヌl版 8 上 S B 21-24建物跡、

下 S B25建物跡



刻版 9 上 S B 26建物跡

下 S B27建物跡



図版10 卜~ S B 28建物跡

B 31-33建物跡、



図版11 上 S 834建物跡

下 S 835建物跡



。11版12 上 S 836建物跡

839建物跡



図版13 上 S 840建物跡

下 S 841建物跡



ヌl版14 上 S B 1建物跡煽り方断面 B 2建物跡掘り方断前

中 S B 9建物跡 /1 中 S B 12建物跡 /1 

下 S B27建物跡 /1 B30建物跡 /1 
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